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生活への道 (1935)
SPLENDOR

メディア 映画

ジャンル

製作国 アメリカ

色彩 B&W

時間 77分

公開情報 劇場未公開・ビデオ発売

【解説】
　「生活の設計」のおキャンなコメディエンヌ、ホプキンスは、こんなちょっとおセンチな涙のヒロイ
ンも巧みにこなす、３０年代を代表するアクトレス。没落した名家の長男ブライトン（マクリー）が南
部の土地を処理しに旅した際に見初められ、家族には事後報告で結婚したフィリス（ホプキンス）。彼
女は無理解な義母、陰険な義姉マーサ、ろくでなしの義弟クランシーの中傷に耐え、古い家督をなんと
か守ろうとする夫を支えるが、義母らは、裕福な甥マーティンに取り入って資金を回させるダシにフィ
リスを使い、あわよくば彼とくっつけて、息子との仲を裂こうとする。夫に作家としての才能を認め、
励ましていたフィリスだったが、彼はついに妥協して、従兄の与えた辺境メキシコでの仕事に従事し、
夫婦は離れ離れに。一方で初めは遊び半分だったマーティンのフィリスへの気持ちも次第に真剣になっ
ていき、彼女は戸惑う。彼の誘いは頑なに断るが、夫の先の婚約者エディスの常に変わらぬ想いも知っ
て、彼との離縁も致し方ないことではと考えたフィリスは、百貨店の服装モデル及び顧客係の職を得、
単身働き始める。これを一族の恥だと口悪しく言う弟（実は彼女からごっそり金をたかっていた）を殴
りつけると、ブライトンは彼女を迎えに雨の中、店の従業員出口で待つ。そして再会。今や彼も新聞社
で働いていると告げ、貧しいながらも二人きりの生活に“新しい贅沢”を見出し抱擁しあうのだっ
た……。古めかしいが、主演のホプキンスゆえに愛すべき作品となっている。

【クレジット】
監督 エリオット・ニュージェント Elliott Nugent

製作 サミュエル・ゴールドウィン Samuel Goldwyn

脚本 レイチェル・クロザーズ Rachel Crothers

撮影 グレッグ・トーランド Gregg Toland

音楽 アルフレッド・ニューマン Alfred Newman

出演 ジョエル・マクリー Joel McCrea

ミリアム・ホプキンス Miriam Hopkins

ヘレン・ウェストリー Helen Westley

ポール・キャヴァナー Paul Cavanagh

ビリー・バーク Billie Burke

デヴィッド・ニーヴン David Niven

キャサリン・アレクサンダー Katherine Alexander

ルース・ウェストン

アーサー・トリーチャー Arthur Treacher

トーベン・マイヤー Torben Meyer

アイヴァン・Ｆ・シンプソン Ivan F. Simpson


